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平成™˜年˜™月™œ日 金曜日 第œ™™™号官 報

第
八
条
及
び
第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八
条

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
、
飯
山
支
局
及

び
佐
久
支
局
の
管
轄
に
属
す
る
商
業
登
記
の
事
務

（
商
業
登
記
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付

の
請
求
に
係
る
事
務
を
除
く
。）は
、
長
野
地
方
法
務

局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
九
条

削
除

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
西
新
出
張
所
及
び
箱
崎
出

張
所
」
を
「
箱
崎
出
張
所
、
西
新
出
張
所
及
び
福
間
出

張
所
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

福
岡
法
務
局
八
幡
出
張
所
の
管
轄
に
属
す
る
商
業

登
記
の
事
務
（
商
業
登
記
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
交
付
の
請
求
に
係
る
事
務
を
除
く
。）は
、
福

岡
法
務
局
北
九
州
支
局
で
取
り
扱
わ
せ
る
。

第
三
十
二
条
第
三
項
中
「
玉
名
支
局
」
を
「
八
代
支

局
、
玉
名
支
局
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
中
「
及
び
高
鍋
出
張
所
」
を
「
、
日
南

支
局
、
高
鍋
出
張
所
及
び
小
林
出
張
所
」
に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
中
「
八
幡
浜
支
局
」
を
「
今
治
支
局
、

八
幡
浜
支
局
」
に
改
め
る
。

第
三
条

船
籍
港
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
登
記
所
が
二
以

上
あ
る
船
舶
の
管
轄
登
記
所
を
指
定
す
る
省
令
（
平
成

十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
別
表
名
古
屋
法
務
局
の
部
豊
田
支
局
の

款
同
支
局
の
項
の
改
正
規
定

平
成
二
十
二
年
一
月

四
日

二

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
八
条
、第
九
条
、

第
二
十
八
条
、
第
三
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
十
五

条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定

平
成
二
十

二
年
一
月
十
二
日

三

第
一
条
中
別
表
名
古
屋
法
務
局
の
部
の
改
正
規
定

（
第
一
号
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
第

二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
二
条
第
二
項
の
改
正

規
定

平
成
二
十
二
年
一
月
十
八
日

四

第
二
条
中
登
記
事
務
委
任
規
則
第
六
条
及
び
第
三

十
四
条
の
改
正
規
定

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
五

日

〇
法
務
省
令
第
四
十
七
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

十
九
条
第
二
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
、商
業
登
記
法（
昭

和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
第
二
条
（
他
の
法
令

の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
船
舶

登
記
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
十
一
号
）
第
四
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及

び
出
張
所
設
置
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

第
一
条

法
務
局
及
び
地
方
法
務
局
の
支
局
及
び
出
張
所

設
置
規
則
（
平
成
十
三
年
法
務
省
令
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
名
古
屋
法
務
局
の
部
一
宮
支
局
の
款
同
支
局
の

項
中
「
犬
山
市

稲
沢
市
」
を
「
犬
山
市

江
南
市

稲
沢
市

岩
倉
市
」
に
改
め
、
同
款
江
南

出
張
所
の
項
を
削
り
、
同
部
豊
田
支
局
の
款
同
支
局
の

項
中
「
西
加
茂
郡
」
を
「
み
よ
し
市
」
に
改
め
る
。

別
表
福
岡
法
務
局
の
部
同
法
務
局
の
款
西
新
出
張
所

の
項
中
「
前
原
市

糸
島
郡
」
を
「
糸
島
市
」
に
改
め
る
。

第
二
条

登
記
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
法
務
府

令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
相
模
原
支
局
」
の
下
に
「
及
び

厚
木
支
局
」
を
加
え
る
。

第
六
条
中
「
栃
木
支
局
」
を
「
足
利
支
局
、
栃
木
支

局
」
に
改
め
、「
烏
山
支
局
」
の
下
に「
、
佐
野
出
張
所
」

を
加
え
る
。

〇
法
務
省
令
第
四
十
八
号

法
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
三
号
）
第

九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
刑
務
所
、
少
年
刑
務
所

及
び
拘
置
所
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
及
び
拘
置
所
組
織
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

刑
務
所
、
少
年
刑
務
所
及
び
拘
置
所
組
織
規
則
（
平
成

十
三
年
法
務
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
一
の
一

刑
務
所
の
表
名
古
屋
刑
務
所
の
項
中

「
愛
知
県
西
加
茂
郡
三
好
町
」
を
「
み
よ
し
市
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
四
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
六
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治
資

金
監
査
人
の
登
録
を
抹
消
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

氏

名

抹
消
年
月
日

抹
消
事
由

二
九
四
七

當
野

久
美

二
一
、
一
二
、
一
一

本
人
か
ら
の
申
請

〇
総
務
省
告
示
第
五
百
七
十
七
号

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）

第
三
百
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十

八
年
自
治
省
告
示
第
百
五
十
八
号
（
固
定
資
産
の
評
価
の

基
準
並
び
に
評
価
の
実
施
の
方
法
及
び
手
続
を
定
め
る

件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

目
次
中
「第

４
節
期
末
帳
簿
価
額
を
基
礎
と
し
て
価

額
を
求
め
る
償
却
資
産
に
係
る
平
成
2
0年
度
ま
で
の
評
価

の
特
例

」
を
削
る
。

第
３
章
第
４
節
を
削
る
。

別
表
第
７
の
２
中
「南

那
珂
郡
北
郷
町

」
を
「日

南

市

」
に
改
め
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
五
百
七
十
六
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

総
務
大
臣

原
口

一
博

一

名

称

平
成
二
十
一
年
度
米
国
実
動

訓
練
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

平
成
二
十
二
年
一
月
十
九
日

か
ら
平
成
二
十
二
年
二
月
二

十
五
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

百
八
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州

〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
六
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

三
二
七
八

二
一
、
一
二
、
一
一

小
島

俊
也

三
二
七
九

二
一
、
一
二
、
一
一

石
川

克
彦

三
二
八
〇

二
一
、
一
二
、
一
一

木
下
美
枝
子

三
二
八
一

二
一
、
一
二
、
一
一

寺
山

正
義

三
二
八
二

二
一
、
一
二
、
一
一

慶
u

孝
一

三
二
八
三

二
一
、
一
二
、
一
一

斎
藤

亜
紀

三
二
八
四

二
一
、
一
二
、
一
一

井
手

÷
子

三
二
八
五

二
一
、
一
二
、
一
一

松
岡

利
男

三
二
八
六

二
一
、
一
二
、
一
一

橋
本

猛

三
二
八
七

二
一
、
一
二
、
一
一

伊
藤

洋
輔

三
二
八
八

二
一
、
一
二
、
一
一

寺
島

和
豊

三
二
八
九

二
一
、
一
二
、
一
一

下
田

高
久

三
二
九
〇

二
一
、
一
二
、
一
一

岩
崎

”
實

三
二
九
一

二
一
、
一
二
、
一
一

大
山

裕
司

三
二
九
二

二
一
、
一
二
、
一
一

榎

洋

三
二
九
三

二
一
、
一
二
、
一
一

増
山

誠

三
二
九
四

二
一
、
一
二
、
一
一

淺
利

眞
樹

三
二
九
五

二
一
、
一
二
、
一
一

古
賀

裕
明

™


		2009-12-24T15:32:43+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




